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１．はじめに 

 平成 14 年度の道路橋示方書改訂に伴い、すべての道路橋コンクリート床版には、防水層を施工することが定めら

れた。道路橋コンクリート床版等の防水工において、コンクリート表面の水分量が多いと期待する付着強度が得ら

れないことから、防水工を施工前のコンクリート表面の水分管理は、膨れや剝がれといった変状現象を防止する上

で重要である。そのため、土木、建築の多くの現場での水分管理には、コンクリート専用の高周波容量式水分計を

用い、含水率 10％以下を目標として管理している事例が多い。しかし、現行の水分計は、道路橋床版防水便覧では

測定精度の信頼性が劣ることが指摘されている。すなわち、防水層の施工管理等に限らず、床版コンクリート表面

の水分を管理する場合には、水分量を正確に評価できる手法の確立が課題となっている。 

本実験では、コンクリート表面の水分状態をより正確に把握することを目的として、一般的に使用されている従

来タイプの高周波容量式水分計と原理の異なる新たな電気抵抗式の水分計（特殊導電性ゴム電極との組合せによる

新型水分計）よる測定方法を考案・開発し、実験的な検証を行ってその有効性を示したものである。 

 

２．実験概要 

本実験では、JIS 規格のコンクリート平板試験体と

現場の橋梁床版コンクリートを想定した模擬床版試験

体を用いた含水状態の定性的および定量的な評価を行

うため、以下の検証実験を行った。 

1)コンクリート表面含水状態の定性的評価実験。 

2)新型水分計の測定値を、既知のコンクリート平板

の含水率に換算する定量的評価実験。 

2.1 試験体の種類と測定対象 

(1) コンクリート平板試験体 

水分計の基礎実験用の試験体として、防水層の各種

要素試験用に採用している市販のコンクリート平板

（□300×300×60 ㎜；呼び強度 27）を使用した。こ

の平板試験体の表面は、通常の床版仕上げ処理面と同

様にスチールショットブラスト（SS）処理し、側面は

未処理面とした。 

(2) 模擬床版試験体 

各種コンクリート仕上げ面での水分計の適用性を

確認するため、昭和 39 年道路橋示方書に準拠して試

験 ヤ － ド に 模 擬 床 版 試 験 体 を 作 製 し た

(8.5×35×0.22m)。そのコンクリ－ト表面は一般的なコ

テ仕上げ、ほうき目仕上げ面、大型切削機やファイ

ンミリング切削機による凹凸面、各種表面処理（SS

処理、WJ 処理等）したコンクリ－ト表面を測定対象

とした。 

2.2 新型水分計、検量線および含水率 

(1) 新型水分計の表示値（電気抵抗式） 

本実験では、写真－１に示す高周波容量式の水分計

（以下、水分計Ａと呼ぶ）は仕上げ面が凹凸を有す

る場合には正確な計測ができないため、電気抵抗の

変化を捉えて表示する水分計と接触抵抗の影響を受

けにくい特殊導電性ゴム電極の組合せ（以下、新型

水分計Ｂと呼ぶ）とした。なお、この新型水分計Ｂ

の表示（カウント値）については、図－1 に示すよう

に最小値 10（約 820GΩ）はコンクリートが乾燥して

水分が無く電気抵抗が大きい絶縁物を示し、最大値

990（約 10kΩ）はフレッシュなコンクリートのよう

に水分を多く含んで抵抗値の小さい状態を示す。 

  

 

 

 

 

 
(a) 高周波容量式水分計Ａ (b) 電気抵抗式新型水分計Ｂ 

写真－１ 水分計の種類 
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電気抵抗式水分計のカウント値

● 上面（ブラスト処理面）

■ 側面（平滑面）

▲ 全平均

Ｒ2＝0.9609

(2) 検量線と含水率 

新型水分計Ｂのカウント値と含水率（％）との関

係を把握する目的で、加熱乾燥法によりコンクリ－

ト平板試験体の水分調整を行い、各質量含水率とカ

ウント値との定量的な関係（検量線）を求めた。 

 

３．実験結果と考察 

(1) コンクリート平板試験体の定性的評価 

コンクリート平板試験体と新型水分計Ｂを用いた

カウント値の測定結果を表－2 に示す。この表から、

表面乾燥状態を表す数値としては、概ね 200 以下（2 

MΩ以上）であると考えられる。また、カウント値が

100 以下（900 MΩ以上）の場合は、電気的に絶縁物

であると判断される。 

(2) 模擬床版試験体の定性的評価 

新型水分計Ｂによるカウント値の測定結果を、コ

ンクリートの表面状態で区分して表－3 に示す。この

表から、カウント値が、概ね 200 以下(2 MΩ以上)で

あれば、模擬床版のコンクリート表面が乾燥状態で

あると評価できると考えられる。 

(3) コンクリート表面状態と定性的評価のまとめ 

平板試験体および模擬床版試験体のコンクリート

表面の水分状態とカウント値との関係を図－2に示す。

この図からも明らかなように、新型水分計Ｂで測定し

たカウント値を用いると、コンクリ－ト表面の乾燥状

態の評価のみでなく、表面の水分状態を概ね推定する

ことができる。 

(4) コンクリ－ト平板試験体による定性的な評価 

図－3 にカウント値と含水率の関係（検量線）を示

す。カウント値は含水率の増加に伴って大きく変化し、

両者の間には強い正の相関（Ｒ２＝0.96、ｎ=84）が認

められた。そのためコンクリ－ト平板の検量線として

カウント値を用いて評価を行えば、コンクリート表面

の含水率を定量的に把握でき、その結果として表面の

乾燥状態の判断が可能になると考えられる。 

 

４．まとめ 

本研究の主な成果は、次のとおりである。 

(1) 電気抵抗式の新型水分計Ｂのカウント値とコンン

クリ－トの含水率との間には、強い正の相関が認めら

れ、カウント値から含水率の推定が可能である。 

(2) このカウント値からはコンクリ－ト表面の水分状

態の定性的な評価を行うことが可能である。

 

 

 

 

 

 

図－1 新型水分計Ｂの電気抵抗とカウント値の関係 
 

表－2 平板試験体とカウント値のまとめ 

 

 

 

 
 

表－3 模擬床版試験体とカウント値のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図－2コンクリート水分状態とカウント値との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図－3 含水率とカウント値の関係（検量線） 
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